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身近にある「思い込み」の例
あ
な
た
は
、な
ぜ
、そ
う
思
っ
た
？

　

２
ペ
ー
ジ
で
考
え
た
4
つ
の

場
面
。
あ
な
た
が
選
ん
だ
答
え

に
は
、ど
ん
な
「
こ
う
だ
ろ
う
」

が
隠
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

「
男
の
子
な
ら
、
泣
か
な
い
だ

ろ
う
」

「
男
性
だ
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
を

任
せ
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
」

「
女
性
な
ら
、
子
ど
も
の
こ
と

を
優
先
す
る
だ
ろ
う
」

　

そ
う
考
え
た
と
き
、
そ
の
人

自
身
で
は
な
く
、
性
別
か
ら
相

手
を
見
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
相
手
の
こ
と
を

よ
く
知
る
前
に
、
性
別
な
ど
、

目
に
入
っ
た
情
報
か
ら
「
こ
う

い
う
人
だ
ろ
う
」
と
判
断
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

本
当
に
そ
れ
で
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
性
別
だ
け
で
は
、
そ
の

人
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

あなたの答えに
無意識の思い込みが

あるかも？

　

ど
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
と
し
て

も
、
そ
れ
だ
け
で
「
良
い
・
悪
い
」

と
決
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
な
ぜ
そ
の
答
え
を
選
ん
だ
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
相
手
の
性
別
や
年

齢
、
職
業
、
見
た
目
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
、
周
囲
か
ら
受
け
取
っ
た

情
報
、
社
会
の
中
に
あ
る
イ
メ
ー

ジ
な
ど
か
ら
、
知
ら
な
い
う
ち
に

「
き
っ
と
こ
う
だ
ろ
う
」「
普
通
は

こ
う
だ
ろ
う
」「
男
性
は
こ
う
だ

ろ
う
」「
女
性
は
こ
う
だ
ろ
う
」と

無
意
識
に
考
え
、
決
め
つ
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
「
こ
う
だ
ろ
う
」
は
、
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
無
意
識
の
思
い
込

み
を
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
」
と
い
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
身
近
な
「
男
だ
か

ら
・
女
だ
か
ら
」
と
い
う
思
い
込

み
を
入
口
に
、
私
た
ち
の
中
に
あ

る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

きっと、こうだろう。

特 集 男だから、女だから。

特 集

こんな場面に出会ったら、あなたはどうしますか？  まずは、直感で選んでみてください。

その人を知る前に
決めつけて

いませんか？

　人は、毎日の生活の中で、経験や周
囲から得た情報、社会の中にあるイ
メージなどをもとに、物事を素早く
判断しています。これまでの経験か
ら「こういうものだ」と考えること
自体は、誰にでも起こり得ることで
す。そのため、相手のことをよく知
らないうちに、「こういう人だろう」

「普通はこうだろう」と無意識に決
めつけてしまうことがあります。例
えば、「男性だからリーダーが得意
そう」「女性だから子育てを優先す
るだろう」といった考えも、その一
つです。
　では、こうした「きっとこうだろ
う」に気付くには、どうすればよい
のでしょうか。大切なのは、「男だ
から」「女だから」と決めつける前
に、「本当に、そうかな？」と一度

立ち止まってみることです。自分の
考えを振り返り、「この人はどう考
えているのだろう」「本当はどうし
たいのだろう」と、相手自身に目を
向けてみましょう。
　女性財団では、啓発紙「ぶっくば
らんす」の発行やセミナーなどを通
して、こうした思い込みについて考
える機会をつくっています。思い込
みをなくそうとすることよりも、ま
ずは「自分にもあるかもしれない」
と気付くことが大切です。
　思い込みをなくすことがゴールで
はありません。思い込みに気付いた
とき、どう対応するか。その選択に
よって、性別などの属性だけで判断
せず、その人らしさに目を向けるこ
とができます。

interview

小
お

熊
ぐま

洋
よう

子
こ

さん（写真左）
新潟県女性財団

宗
むね

村
むら

瑞
みず

枝
え

さん（写真右）

CASE
01

CASE
03

CASE
02

CASE
04

「男の子なんだから、泣かないの。」

「子どもが熱を出しました。」

「男性だから、お願いしよう。」

「将来、○○になりたい！」

泣いている子どもに、
あなたならどんな声をかけますか？

仕事中、保育園から電話がきました。 「発
熱しました、お迎えをお願いします。」 ま
ず、誰に連絡がいくと思いますか？

ある仕事で、リーダーを 1 人決めるこ
とになりました。候補は、男性と女性
の 2 人。あなたなら、どうしますか？

子どもから、こんな言葉を聞きました。
「将来、花屋さんになりたい！」あなた
はどう感じますか？

男の子なら、泣くなと言う

女の子なら、なぐさめる

どうしたのか、理由を聞く

父親

母親

家族によって違うので分からない

男性

女性

経験や本人の意向で決める

男の子なら、意外だと思う

女の子なら、自然だと思う

性別関係なく、応援したい
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POINT

POINT

POINT

POINT

「男の子なら…、女の子なら…」と考えたとしたら、性別ごとに「こ
うあるべき」というイメージがあるのかもしれません。

家庭の役割は、それぞれ違います。「母親だから」「父親だから」
ではなく、その家庭ではどうしているのかを知ることが大切です。

これまでの経験や得意なこと、本人がどうしたいのかなど、さま
ざまな視点から考えることが大切です。

「この仕事は男性向き」「この仕事は女性向き」というイメージが、
私たちの中にあるのかもしれません。

家
庭
・
学
校
・
職
場
で
も
、
私

た
ち
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
「
こ
う
だ
ろ
う
」と
相
手
を

見
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
き
っ
と
こ
う
だ
ろ
う
」

「
普
通
は
こ
う
だ
ろ
う
」

　

そ
ん
な
何
気
な
い
判
断
の
中

に
、
無
意
識
の
思
い
込
み
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誰
か
を
傷
つ
け
よ
う
と
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
な
ぜ
、
無
意
識
に

決
め
つ
け
て
し
ま
い
、
相
手
の

こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま

「
き
っ
と
こ
う
だ
ろ
う
」
と
考

え
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

「きっと、こうだろう。」に、気付くには？

◀ 啓発紙「ぶっくばらんす」

過去に開催した
セミナーの様子 ▶

家 庭

仕 事

学 校

メディア

「料理や子育ては女性が得意」
「家族を養うのは男性」
「子どものことは母親がよく分かっている」

「リーダーは男性が向いている」
「女性は事務や接客に向いている」
「女性は結婚、出産したら辞めるだろう」
「男性なのに、１年も育児休業？」

「男子は理系、女子は文系」
「女子は運動が苦手」
「男子は我慢するもの」

「イケメンは仕事ができる」
「女性は買い物・美容が好き」
「男性は車・機械が好き」

きっと、こうだろう。
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